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`  
は  し め に

わい化栽培の目的の一つは,樹冠が小さく,樹高が低い,

管理作業のしやすい樹を仕立てることであるが,青森県で

は主としてM 26を利用してきたため,`お、じ'な ど樹勢

が強い品種では樹高が高く,樹冠が所定の範囲を超えてい

る園地が多い。このため,作業性及び果実品質の低下,風

害の助長などが問題となっている。そこで,M 26台 に代
わる台木として CG系台樹の生育特性を検討 したので報
告する。

2調 査 方 法

(1)供試台木

供試台木にCG10,CG23,CG24,CG47,CG57,CG
80及び対照としてM 26を用い,こ のうち,CG10,CG23,
CG24及 びCG80は根系台木をマルバカイドウに20clほ ど

接いで中間台木として利用した。接ぎ木は1982年 4月 に中

間台木を,1983年 4月 に穂品種 `お、じ'をそれぞれ切り接

ぎし,同年11月下旬に掘り上げ,マルバカイドウとの接ぎ

木部位が地上10m程度出るように定植した。定植園地は当

場黒石圃場で火山灰土壌に類別され,表層は黒ボク土,下

層は砂礫が厚く堆積し,有効土層が浅く,乾燥が激 しい土

壌である。栽植距離は,4m× 2mと し,樹形は細がた紡
錘形を目標にした。なお,定植後,1987年 4月 に一部紋羽

病の発生が認められたため全面的に移植した。このため ,

移植翌年は全摘果した。

(21 調査方法

1)樹体生育について,樹高,樹冠幅及び幹周などの
生育調査は毎年秋に行った。なお,幹周は穂品種との接ぎ

木部位から20mの高さの位置を計測した。

2)収量は,移植と9119号台風による被害があった 2
か年を除く1990年 ,1992年 及び1993年の 3か年の調査であ

る。 1樹当たり収量は,収穫果に収穫直前の落果を加えた

合計重量値の 1樹当たり平均で表した。10a当たり換算収

量は,1樹当たり収量に10a当 たり樹数 (125本 )を乗 じ

て表した。

3)果実品質のうち果実等級は,青森県りんご県外出
荷規格条例施行規則の選果基準により秀,優,良及び並の

4段階に選果した。 1果重量は, 1樹当たりの全収穫重量

は個数で除した値で表した。硬度,糖度及び酸度について

は,各台木調査樹の収穫果から標準的なものを25果ずつ任

意に抽出し,硬度はマグネスティーラー型硬度計,糖度は

糖度計による屈折計示度,酸度は滴定酸度によった。梗あ

部裂果は収穫果の梗あ部裂果は収穫果の梗あ部の裂開の有

無を外観から調査した。

3 調査結果及び考察

(1)生育

樹高は,M 26と 比べ,各中間台及び CG47が高かった

が,他のCG系は低く,特にCC80が低かった (図 1)。
ただし,9年生頃からは各台木ともM 26との差は徐々に

年 (樹い)

図 1 樹高

縮小する傾向が見られた。樹冠幅及び樹冠容積も樹高と同

様の傾向で,各中間台及び CG47が M 26よ り大きく,

CG80が牛れこ/1ヽさくなった。

幹周は,ёG10,CG23及びCG80が M 26を下回り,他
はいずれも上回った。特にCG23/マ ルバ,CG24/マ ル
バ,CG80/マルバ及びCG47が顕著に大きかった (図 2)。
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頂芽数は,年々増加したが,各中間台及び CG47が M
26よ り多く,他の台木は少なかった。また,対前年増加率
ではCG80を 除いてピークを過ぎていた (図 3)。
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12)収量

1樹当たり収量は,M 26に比べ中間台が多かったが ,
自根苗はM 26よ りいずれも少なく,特に CG80が少な
かった。 1樹当たりの累計収量でも同様の傾向であった

(表 1)。 また,10a当 たり換算収量は,M 26に比べ中間
台が多かった。自根苗はいずれも少なく,特に CG80カ 少`

なかった。

(31 果実品質

秀,優の合計割合を 3か年平均で見るとM 26と同等で

あった台木はCG57及び CG80で はかの台木はいずれも

低く,中間台は各台木とも低い傾向があった (表 2)。 し

注 秀優果の累計収量は 1樹当たり

かし,秀優の収穫量は各中間台ともM 26を上回ったが ,

自根苗はいずれも下回った (表 2)。 1果重量はM 26よ
りCG10が小さい傾向があったが,他の台木は同等か大き

く,特に中間台が総じて大きかった。硬度,糖度及び酸度

は,台木による傾向は明らかではなかった。梗あ部裂果率

は,年次による変動はあるが,M 26に比べ各台木の中間
台,CG24,CG47及 びCG57が高い傾向にあった 俵 2)。

4 ま と め

M 26に比べわい化度の強かった台木は,CG10,CG23,
CG24及びCG80であり,特にCG80が強かった。しかし,
いずれの台木も中間台は樹勢が強く,4m× 2m内に樹冠
を収めることが困難であった。収量は,中間台がM 26に
比べ多収であったが,自根苗は少なく,特に CG80が少な

かった。ただし,中間台では良品果率は低い傾向にあった

が,良品果の収量は多かった。
|これらのことから,青森県で奨めている結果部位高力25
m～3■で,剪定によって栽植距離の 2m内 に収まる台木
として,火山灰土壌では CG23及 び CG24と 思われた。
しかし,今回の試験だけでは台木の特性を把握することが

十分ではなかったため,経済寿命等の把握と更に肥沃度の

高い土壌での試験を行う必要があると思われた。

(10)

表 1 1樹当たり累計収量 (kg)
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